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は
じ
め
に
二
〇
一
八
年
夏
︑
明
治
大
学
中
央
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
︑
第
七
七
回
中
央
図
書
館
企
画
展
示
﹁︽
江
戸
文
藝
文
庫
︾
展
︱
水
野
稔
先
生
の
学
問
を
偲
ん
で
︱
﹂
が
開
催
さ
れ
た
︵
h
ttp
:/
/
w
w
w
.lib
.
m
e
iji.a
c.jp
/
a
b
o
u
t/
e
x
h
ib
itio
n
/
g
a
l
e
ry
/
7
7
/
7
7
in
d
e
x
.h
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l︶︒
こ
れ
は
元
本
学
文
学
部
教
授
・
水
野
稔
先
生
︵
一
九
一
一
︱
一
九
九
七
︶
旧
蔵
の
山
東
京
伝
の
画
軸
・
扇
面
・
短
冊
な
ど
九
点
が
︑
｢
江
戸
文
藝
文
庫
｣に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
催
さ
れ
た
企
画
展
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
資
料
を
御
寄
贈
下
さ
っ
た
の
は
︑
水
野
先
生
の
御
長
女
︑
小
池
奈
都
子
さ
ん
で
あ
る
︒
寄
贈
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
｢山
東
京
伝
資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
︱
水
野
稔
先
生
旧
蔵
資
料
︱
｣
︵﹃
図
書
の
譜
﹄
22
二
〇
一
八
・
三
︶
に
記
し
て
お
い
た
︒
こ
の
企
画
展
で
︑
私
が
奈
都
子
さ
ん
か
ら
長
い
間
お
預
か
り
し
て
い
た
先
生
自
筆
の
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
も
参
考
展
示
し
た
と
こ
ろ
︑
観
覧
者
か
ら
﹁
中
身
を
詳
し
く
見
た
い
﹂
と
い
う
感
想
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
︒
そ
れ
に
後
押
し
さ
れ
て
︑二
〇
一
九
年
夏
に
︑
私
家
版
で
は
あ
る
が
︑
影
印
資
料
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄︵
明
治
大
学
九
一
〇
研
究
室
二
〇
一
九
・
八
︶
を
刊
行
し
た
︒
奈
都
子
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
下
さ
り
︑
こ
の
影
印
資
料
を
水
野
先
生
の
御
郷
里
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資
料
紹
介
﹀
水
野
稔
先
生
関
係
資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
ほ
か
内
村
和
至＊
で
あ
る
姫
路
市
の﹁
姫
路
文
学
館
﹂︵
姫
路
市
山
野
井
町
八
四
番
地
︶
に
寄
贈
し
た
と
の
御
連
絡
を
頂
い
た
︒
私
も
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
の
公
刊
と
い
う
積
年
の
課
題
を
果
た
し
え
て
安
堵
し
た
が
︑
な
お
こ
の
上
は
原
本
の
保
管
に
万
全
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
︒
そ
れ
で
︑
奈
都
子
さ
ん
に
お
願
い
し
て
︑﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
原
本
に
水
野
先
生
関
係
の
資
料
を
併
せ
て
︑
本
学
図
書
館
﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
に
御
寄
贈
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
御
寄
贈
下
さ
っ
た
奈
都
子
さ
ん
に
は
︑
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
︒
｢水
野
先
生
資
料
﹂
の
内
容
寄
贈
さ
れ
た
水
野
先
生
の
資
料
は
︑
図
書
館
総
務
事
務
室
の
吉
田
千
草
氏
に
手
配
頂
き
︑﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
の
下
位
分
類
で
あ
る
﹁
中
央
江
戸
文
藝
︵
水
野
本
︶﹂
の
中
に
﹁
水
野
先
生
資
料
﹂︵
9
1
0
.
2
5
/
1
6
9
/
/
H
︶
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
れ
ら
資
料
は
一
括
し
て
一
函
の
中
に
収
め
ら
れ
る
の
で
︑
以
下
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
︑
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
︒な
お
︑
以
下
の
資
料
に
付
し
た
算
用
数
字
は
記
述
上
の
便
宜
的
な
も
の
で
︑
正
規
の
資
料
番
号
で
は
な
い
の
で
︑
そ
の
点
︑
注
意
さ
れ
た
い
︒
１
︑﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄︵
図
版
Ⅰ
︶
こ
の
自
筆
本
は
水
野
先
生
が
昭
和
七
年
か
ら
平
成
三
年
ま
で
克
明
に
記
録
し
て
き
た
購
入
和
書
の
目
録
で
あ
る
︒
原
本
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
デ
ー
タ
は
︑
JP
E
G
と
T
IF
F
の
二
種
を
収
め
た
C
D
四
枚
組
が
中
央
図
書
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
エ
リ
ア
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︵
A
V
/
D
-1
8
9
/
/
H
︶︒
本
書
の
内
容
と
成
立
事
情
な
ど
に
つ
い
て
は
︑
影
印
資
料
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄︵
明
治
大
学
九
一
〇
研
究
室
発
行
二
〇
一
九
・
八
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
こ
れ
に
は
書
誌
と
解
題
の
ほ
か
に
索
引
も
付
し
た
の
で
︑﹁
中
央
江
戸
文
藝
︵
水
野
本
︶﹂
と
の
対
応
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
解
題
は
こ
の
冊
子
に
詳
述
し
た
の
で
︑
こ
こ
で
は
省
略
に
従
う
︒
こ
の
影
印
資
料
は
以
下
で
閲
覧
で
き
る
︒
一
︑﹁
明
大
文
庫
﹂
：
0
9
0
.4
/
U
3
1
-5
/
/
H
二
︑
中
央
図
書
館
開
架
：
0
2
9
.9
/
4
6
/
/
H
三
︑
M
e
iji
R
e
p
o
sito
ry
:
h
ttp
:
/
/
h
d
l.
h
a
n
d
le
.
n
e
t/
1
0
2
9
1
/
2
0
5
5
0
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２
︑
﹁
小
笹
文
庫
﹂
印
︵
図
版
Ⅱ
︶
こ
の
印
は
水
野
先
生
が
兄
上
の
忠
雄
氏
か
ら
受
け
継
い
だ
蔵
書
印
で
あ
る
︒
も
う
一
顆
あ
っ
た
﹁
水
野
氏
／
蔵
書
印
﹂
は
︑
残
念
な
が
ら
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
︑
国
文
学
研
究
資
料
館
︵
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.n
ijl.a
c.jp
/︶
の
﹁
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
は
登
録
さ
れ
て
い
る
︒
３
︑
卒
業
論
文
﹃
山
東
京
傳
︱
洒
落
本
﹄
上
下
二
冊
こ
れ
は
水
野
先
生
が
昭
和
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
国
文
学
科
に
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文
の
原
本
で
あ
る
︒
上
下
二
冊
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
六
八
〇
枚
︒
査
読
担
当
教
員
と
し
て
︑
藤
村
作
教
授
・
橋
本
進
吉
教
授
・
久
松
潜
一
助
教
授
︑
以
上
三
教
員
の
名
前
が
記
さ
れ
た
紙
片
が
上
冊
表
紙
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
︵
図
版
Ⅲ
︶︒
三
名
と
も
同
筆
な
の
で
職
員
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
テ
ー
マ
は
︑
題
名
の
と
お
り
︑
山
東
京
伝
の
洒
落
本
で
あ
る
︒
こ
の
卒
論
は
先
生
の
終
生
に
渡
る
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
も
の
と
言
え
る
︒
後
に
先
生
は
筆
頭
編
集
者
と
し
て
﹃
洒
落
本
大
成
﹄
全
三
〇
巻
︵
中
央
公
論
社
一
九
七
八
︱
一
九
八
八
︶
を
完
成
さ
せ
︑
晩
年
に
は
﹃
山
東
京
傳
全
集
﹄︵
ぺ
り
か
ん
社
一
九
九
四
︱
未
完
既
刊
一
六
冊
︶
の
編
纂
に
力
を
注
が
れ
た
︒﹁
作
家
は
処
女
作
に
向
か
っ
て
成
熟
す
る
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
︑
卒
論
か
ら
晩
年
に
至
る
先
生
の
お
仕
事
は
︑
文
学
研
究
に
お
い
て
も
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
︒
先
生
の
京
伝
研
究
・
洒
落
本
研
究
の
第
一
歩
と
な
っ
た
卒
論
の
目
次
を
こ
こ
に
記
し
て
︑
先
生
の
歩
み
を
偲
び
た
い
と
思
う
︵
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
︶︒
｢
山
東
京
伝
目
次
序
章
江
戸
作
者
と
し
て
の
京
伝
の
特
質
第
一
節
環
境
と
素
質
第
二
節
戯
作
生
活
の
本
質
と
作
者
生
活
第
三
節
芸
術
及
生
活
に
関
与
せ
る
性
格
の
一
面
第
四
節
江
戸
作
者
と
し
て
の
評
価
︱
附
言
第
一
章
京
伝
の
洒
落
本
其
ノ
一
︱
作
品
と
そ
の
展
開
緒
言
第
一
節
天
明
五
年
及
天
明
六
年
の
作
品
一
︑
令
子
洞
房
二
︑
客
衆
肝
照
子
第
二
節
天
明
七
年
の
作
品
一
︑
通
言
総
籬
二
︑
古
契
三
娼
第
三
節
天
明
八
年
の
作
品
一
︑
傾
城
觹
二
︑
曽
我
糠
袋
三
︑
夜
半
茶
漬
四
︑
吉
原
楊
枝
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第
四
節
寛
政
元
年
の
作
品
一
︑
廓
の
大
帳
二
︑
志
羅
川
夜
船
三
︑
通
気
酔
語
伝
四
︑
新
造
図
彙
第
五
節
寛
政
二
年
の
作
品
一
︑
京
伝
予
誌
二
︑
繁
千
話
三
︑
傾
城
買
四
十
八
手
第
六
節
寛
政
三
年
の
作
品
一
︑
娼
妓
絹
籭
二
︑
錦
の
裏
三
︑
仕
懸
文
庫
附
言
附
説
寛
政
三
年
以
後
の
京
伝
と
洒
落
本
第
二
章
京
伝
の
洒
落
本
其
ノ
二
︱
内
容
の
諸
相
第
一
節
通
の
本
質
的
発
現
と
洒
落
本
第
二
節
特
殊
社
会
の
特
殊
知
識
︵
穿
ち
の
一
面
︶
第
三
節
遊
女
及
遊
女
生
活
観
第
四
節
遊
女
の
生
活
と
恋
愛
の
諸
相
︱
洒
落
本
の
禁
圧
第
五
節
滑
稽
可
笑
味
第
三
章
京
伝
の
洒
落
本
其
ノ
三
第
一
節
洒
落
本
の
写
実
的
表
現
と
そ
の
態
度
第
二
節
手
法
的
特
質
︱
描
写
第
三
節
文
章
︱
地
の
文
第
四
章
京
伝
の
洒
落
本
其
ノ
四
︱
影
響
と
史
的
地
位
結
語
｣
４
︑
履
歴
書
下
書
き
二
枚
︵
図
版
Ⅳ
︶
こ
の
履
歴
書
の
日
付
は
﹁
昭
和
十
六
年
月
日
﹂
と
月
日
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
の
で
︑
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
︑
極
め
て
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
︒
先
生
は
昭
和
一
七
年
︵
一
九
四
二
︶
二
月
に
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
を
退
職
さ
れ
︑
三
月
か
ら
陸
軍
予
科
士
官
学
校
教
授
と
な
ら
れ
た
の
で
︑
こ
れ
は
そ
の
頃
に
書
か
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
︒
先
生
二
九
歳
の
筆
跡
で
あ
る
︒
図
版
で
は
伝
わ
り
に
く
い
だ
ろ
う
が
︑
実
に
端
正
か
つ
充
実
し
た
筆
勢
で
︑
壮
年
期
の
先
生
の
お
姿
を
垣
間
見
る
よ
う
な
思
い
が
す
る
︒
図
版
で
は
判
読
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
の
で
︑
左
に
翻
字
し
て
示
す
︒
｢履
歴
書
本
籍
兵
庫
県
姫
路
市
壹
丁
目
拾
壹
番
地
現
住
所
仙
台
市
長
町
大
道
西
参
拾
五
番
地
戸
主
水
野
ミ
ズ
ノ
稔
ミ
ノ
ル
明
治
四
拾
四
年
四
月
拾
五
日
生
学
業
一
︑
昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日
兵
庫
県
立
姫
路
中
学
校
第
四
学
年
修
了
一
︑
昭
和
二
年
四
月
一
日
姫
路
高
等
学
校
文
科
甲
類
入
学
110
図書の譜 第 24号
一
︑
昭
和
五
年
三
月
十
日
右
卒
業
一
︑
昭
和
五
年
四
月
一
日
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
入
学
一
︑
昭
和
八
年
三
月
三
十
一
日
右
卒
業
一
︑
昭
和
八
年
四
月
二
十
八
日
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
大
学
院
入
学
一
︑
昭
和
八
年
六
月
十
五
日
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
国
語
漢
文
学
科
教
員
免
許
状
下
附
一
︑
昭
和
八
年
九
月
十
五
日
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
英
語
学
科
教
員
免
許
状
下
附
一
︑
昭
和
八
年
十
一
月
三
十
日
高
等
学
高
等
科
国
語
学
科
教
員
免
許
状
下
附
一
︑
昭
和
十
年
四
月
二
十
七
日
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
大
学
院
退
学
︵
一
枚
目
︶
｣
｢
業
務
一
︑
昭
和
十
年
六
月
五
日
東
京
市
立
京
橋
商
業
学
校
教
諭
ニ
任
ス
一
︑
昭
和
十
四
年
三
月
一
日
先
代
陸
軍
幼
年
学
校
教
授
ヲ
嘱
託
ス
一
︑
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
公
立
学
校
職
員
分
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
後
段
ニ
依
リ
本
職
ヲ
免
ス
一
︑
昭
和
十
四
年
九
月
七
日
任
陸
軍
教
授
叙
高
等
官
七
等
補
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
教
官
給
十
一
級
俸
一
︑
昭
和
十
四
年
十
月
二
日
叙
従
七
位
一
︑
昭
和
十
五
年
十
月
三
十
一
日
給
十
級
俸
兵
役
一
︑
関
係
ナ
シ
賞
罰
一
︑
ナ
シ
右
之
通
相
違
無
之
候
昭
和
十
六
年
月
日右
水
野
稔
印
︵
二
枚
目
︶
｣
５
︑﹃
侠
客
伝
初
集
篠
斎
評
﹄
筆
写
本
︵
図
版
Ⅵ
︶
こ
れ
は
︑
殿
村
篠
斎
﹃
俠
客
傳
初
集
篠
斎
評
﹄
と
曲
亭
馬
琴
﹃
續
西
遊
記
國
字
評
﹄
を
先
生
が
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
両
書
と
も
に
東
京
大
学
付
属
図
書
館
の
蔵
本
で
︑
蔵
印
か
ら
元
は
畳
翠
軒
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
畳
翠
軒
石
川
左
金
吾
は
︑
殿
村
篠
斎
︑
小
津
桂
窓
︑
木
村
黙
老
と
と
も
に
馬
琴
作
品
の
批
評
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
っ
た
︒
﹃
俠
客
傳
初
集
篠
斎
評
﹄
の
伝
来
は
東
大
本
の
み
だ
が
︑﹃
續
西
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遊
記
國
字
評
﹄
は
︑
欄
外
に
﹁
こ
の
書
︑
東
大
本
の
外
に
は
早
大
本
が
あ
る
﹂
と
先
生
の
書
入
れ
が
あ
る
︒
現
在
︑
こ
の
早
大
本
は
全
文
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
筆
写
本
は
先
生
が
馬
琴
の
読
本
研
究
の
資
料
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
先
生
ら
し
い
几
帳
面
な
筆
跡
で
丁
寧
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
︒
筆
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
︑
用
紙
は
か
な
り
古
び
が
つ
い
て
い
る
の
で
︑
私
の
恣
意
的
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
︑
昭
和
三
〇
年
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
６
︑
﹃
水
野
文
庫
蔵
書
書
目
洋
装
本
之
部
﹄︵
図
版
Ⅴ
︶
こ
れ
は
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
と
対
を
な
す
蔵
書
目
録
で
︑
先
生
が
購
入
さ
れ
た
全
集
や
叢
書
︑
単
行
本
な
ど
活
字
本
の
目
録
で
あ
る
︒
昭
和
一
三
年
版
︵
一
九
三
八
︶
の
当
用
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
そ
の
時
か
ら
記
入
が
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
年
号
と
月
日
が
上
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
年
代
が
前
後
は
っ
き
り
し
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
︑
そ
れ
以
前
の
購
入
書
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
各
冊
に
は
通
し
番
号
が
付
さ
れ
︑
最
後
は
﹁
4
5
1
3
国
書
総
目
録
巻
八
﹂
で
終
わ
っ
て
お
り
︑
欄
外
に
﹁
四
七
・
■
︵
不
読
︶﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
国
書
総
目
録
﹄
第
八
巻
の
初
版
は
︑
昭
和
四
七
年
︵
一
九
七
二
︶
刊
行
な
の
で
︑
こ
の
目
録
は
︑
先
生
が
還
暦
を
迎
え
た
年
ま
で
記
録
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
以
後
の
目
録
が
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
︑今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
︒
ま
た
︑
同
じ
用
紙
を
ホ
チ
キ
ス
止
め
し
た
別
冊
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
は
︑﹁
原
田
家
蔵
書
﹂
と
あ
っ
て
︑
通
し
番
号
は
﹁
3
7
3﹂
ま
で
付
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
先
生
が
岳
父
原
田
虎
男
先
生
の
旧
蔵
書
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
︑
先
生
の
几
帳
面
で
克
明
な
性
格
が
う
か
が
い
知
ら
れ
よ
う
︒
７
︑
画
帖
﹃
水
墨
花
﹄
︵
図
版
Ⅶ
︶
こ
の
画
帖
は
水
野
文ふみ
子こ
奥
様
︵
一
九
二
一
︱
一
九
九
八
︶
が
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
奥
様
は
多
趣
味
な
方
で
︑
特
に
郷
土
人
形
は
五
千
点
以
上
も
の
厖
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
お
持
ち
だ
っ
た
︒
郷
土
玩
具
コ
レ
ク
タ
ー
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
稀
少
品
も
多
数
あ
っ
た
と
い
う
︒
私
も
形
見
分
け
に
数
点
頂
き
︑
今
も
机
辺
に
飾
っ
て
い
る
︒
奈
都
子
さ
ん
の
お
話
で
は
︑
そ
の
後
︑
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
各
地
の
郷
土
玩
具
愛
好
家
や
︑
個
人
運
営
の
資
料
館
な
ど
数
十
件
に
分
散
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
︒
奈
都
子
さ
ん
と
私
の
共
編
に
な
る
水
野
先
生
遺
文
集
﹃
江
戸
文
芸
と
と
も
に
﹄︵
ぺ
り
か
ん
社
二
〇
〇
二
・
八
︶
の
各
編
扉
の
意
匠
に
は
︑
こ
の
画
帖
か
ら
七
点
を
選
ん
で
用
い
た
︒
こ
の
度
︑
先
生
の
資
料
と
と
も
に
奥
様
の
遺
品
で
あ
る
画
帖
が
明
治
大
学
図
書
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館
に
収
蔵
さ
れ
る
︒
二
〇
二
〇
年
に
二
三
回
忌
を
迎
え
る
奥
様
も
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
︒
８
︑
ア
ル
バ
ム
二
冊
︵
図
版
Ⅷ
①
・
②
︶
こ
れ
は
水
野
先
生
の
書
斎
と
書
庫
︑
執
筆
用
の
小
部
屋
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
︒
先
生
の
没
後
ま
も
な
く
︑
私
ど
も
弟
子
達
は
文
子
奥
様
の
委
嘱
に
よ
っ
て
蔵
書
整
理
に
携
わ
っ
た
︒
そ
の
間
に
︑
先
生
の
旧
蔵
和
書
は
明
治
大
学
図
書
館
に
一
括
購
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
そ
れ
が
図
書
館
に
搬
入
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
一
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
の
創
設
に
寄
せ
て
﹂︵﹃
図
書
の
譜
﹄
５
二
〇
〇
一
・
三
︶
に
記
し
て
あ
る
︒
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
︑
蔵
書
の
カ
ー
ド
作
成
が
終
了
し
た
頃
に
︑
奈
都
子
さ
ん
の
御
主
人
︑
智
雄
氏
が
撮
影
さ
れ
︑
私
ど
も
に
記
念
と
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
先
生
が
研
究
に
励
ま
れ
た
場
所
の
記
録
と
し
て
︑
蔵
書
整
理
に
通
っ
た
私
ど
も
に
と
っ
て
懐
か
し
い
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
︒
以
上
が
﹁
水
野
先
生
資
料
﹂
と
し
て
保
存
さ
れ
る
資
料
八
点
で
あ
る
︒
な
お
︑こ
れ
と
は
別
に
御
寄
贈
頂
い
た
資
料
が
一
点
あ
る
︒
こ
れ
は
蔵
書
整
理
時
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
︑
当
時
は
図
書
館
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
度
︑﹁
水
野
先
生
資
料
﹂
を
御
寄
贈
頂
く
に
際
し
て
︑
私
が
奈
都
子
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
た
紙
モ
ノ
資
料
一
箱
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑
次
に
紹
介
す
る
折
帖
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
箱
の
中
の
ほ
と
ん
ど
は
状
態
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
浮
世
絵
類
で
︑
図
書
館
に
寄
贈
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
︑
こ
の
資
料
は
蔵
書
整
理
時
に
行
方
不
明
だ
っ
た
だ
け
に
た
い
へ
ん
嬉
し
い
発
見
だ
っ
た
︒
こ
の
折
帖
も
﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
の
財
産
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
９
︑﹃
亀
田
鵬
斎
先
生
書
﹄
請
求
記
号
7
2
8
.2
1
/
1
7
/
/
H
こ
れ
は
亀
田
鵬
斎
︵
一
七
五
二
︱
一
八
二
六
︶
の
真
蹟
で
︑
も
と
は
縦
長
だ
っ
た
折
本
を
見
開
き
に
し
て
裏
打
ち
を
し
︑
版
型
を
正
方
形
の
折
帖
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
あ
る
︒﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
に
は
︑
先
生
が
原
田
虎
男
先
生
か
ら
引
き
継
が
れ
た
﹁
原
田
家
旧
蔵
和
書
﹂
の
項
が
あ
る
が
︑
こ
の
折
帖
は
そ
こ
に
記
載
さ
れ
︑
欄
外
に
朱
字
で
﹁
貴
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︵
五
〇
オ
︶︒
折
帖
の
外
箱
に
は
水
野
先
生
の
筆
で
題
簽
・
鵬
斎
略
歴
・
識
語
を
記
し
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
︑
識
語
に
﹁
平
成
二
年
七
月
水
野
稔
誌
﹂
と
あ
る
の
で
︑
先
生
が
こ
れ
を
調
査
し
た
日
時
が
知
ら
れ
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る
︒折
帖
表
紙
に
は
﹁
亀
田
鵬
斎
先
生
書
﹂
と
い
う
︑
後
人
の
筆
に
な
る
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
︵
図
版
Ⅸ
①
︶︑
印
は
判
読
で
き
な
い
が
︑
お
そ
ら
く
こ
れ
は
折
帖
を
改
装
し
た
人
物
の
手
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
︒
最
終
帖
オ
モ
テ
に
は
︑﹁
文
化
三
年
丙
／
寅
冬
十
一
月
／
冬
至
前
一
日
／
鵬
斎
書
印
印
﹂︵
図
版
Ⅸ
②
︶
と
あ
る
か
ら
︑
こ
れ
は
文
化
三
年
︵
一
八
〇
六
︶︑
鵬
斎
五
四
歳
の
作
で
あ
る
︒
印
は
上
が
朱
文
﹁
太
平
／
酔
民
﹂︑
下
が
白
文
﹁
鵬
／
斎
﹂
︒﹁
太
平
酔
民
﹂
印
は
誤
っ
て
横
向
き
に
押
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
御
愛
敬
で
あ
る
︒
酒
豪
で
知
ら
れ
た
鵬
斎
の
粋
余
の
作
か
も
し
れ
な
い
︒
こ
の
折
帖
の
最
終
帖
ウ
ラ
に
は
﹁
原
田
／
図
書
﹂
の
蔵
印
が
あ
り
︑﹃
購
入
和
書
覚
帖
﹄
に
あ
る
と
お
り
︑
原
田
先
生
遺
愛
の
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
以
上
︑
こ
の
度
︑
御
寄
贈
頂
い
た
﹁
水
野
先
生
資
料
﹂
と
﹃
亀
田
鵬
斎
先
生
書
﹄
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
て
み
た
︒
先
生
由
縁
の
品
々
が
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
︑
弟
子
と
し
て
ま
こ
と
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
︒
長
年
お
預
か
り
し
て
い
た
先
生
の
遺
品
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
︑
私
の
積
年
の
気
が
か
り
も
や
っ
と
晴
れ
た
︒
弟
子
と
し
て
の
務
め
の
一
端
を
果
た
し
え
て
︑
心
底
安
堵
し
て
い
る
︒
長
い
間
︑
資
料
を
私
に
託
し
て
下
さ
り
︑
ま
た
︑
今
回
の
寄
贈
を
御
快
諾
頂
い
た
奈
都
子
さ
ん
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
︑
寄
贈
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
明
治
大
学
図
書
館
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
︒
お
わ
り
に
最
後
に
私
事
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
︒
私
が
水
野
先
生
の
授
業
を
初
め
て
受
講
し
た
の
は
︑学
部
二
年
生
の
時
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
先
生
を
指
導
教
授
と
し
て
大
学
院
に
進
学
し
︑
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
た
の
は
︑
昭
和
五
八
年
︵
一
九
八
三
︶
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
先
生
は
そ
の
一
年
前
に
既
に
御
定
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
た
が
︑
引
き
続
き
講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
て
い
た
の
で
︑
私
は
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
先
生
最
後
の
直
弟
子
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
は
平
成
九
年
︵
一
九
九
七
︶
八
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
る
︒
先
生
の
御
逝
去
か
ら
二
二
年
を
閲
す
る
が
︑
先
生
は
今
で
も
学
問
の
導
き
手
と
し
て
︑
私
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
︒
こ
の
度
︑
先
生
を
偲
ぶ
資
料
が
﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
︑
我
が
事
の
よ
う
に
嬉
し
い
︒
先
生
の
旧
蔵
和
書
を
中
核
と
す
る
﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
が
︑
今
後
と
も
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末
永
く
後
学
を
裨
益
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
や
ま
な
い
︒
︵
二
〇
一
九
・
一
一
・
一
一
︶
＊
う
ち
む
ら
か
つ
し
／
文
学
部
教
授
二
〇
一
九
年
度
﹁
江
戸
文
藝
文
庫
﹂
選
定
分
科
会
座
長
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水野稔先生関係資料の寄贈について
図
版
Ⅰ
﹃
購
入
和
書
覚
帳
﹄
表
紙
図
版
Ⅱ
﹁
小
笹
文
庫
﹂
印
図
版
Ⅲ
卒
業
論
文
上
冊
表
紙
見
返
し
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図書の譜 第 24号
図
版
Ⅳ
履
歴
書
下
書
き
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水野稔先生関係資料の寄贈について
図
版
Ⅴ
﹃
水
野
文
庫
蔵
書
目
録
洋
装
本
之
部
﹄
扉
図
版
Ⅵ
﹃
侠
客
伝
初
集
篠
斎
評
﹄
筆
写
本
一
丁
表
図
版
Ⅶ
画
帖
﹃
水
墨
花
﹄
よ
り
﹁
藤
﹂
118
図書の譜 第 24号
図
版
Ⅷ
﹃
ア
ル
バ
ム
﹄
よ
り
①
曲
亭
馬
琴
和
本
棚
②
書
庫
の
一
角
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水野稔先生関係資料の寄贈について
図
版
Ⅸ
﹃
亀
田
鵬
斎
先
生
書
﹄
①
表
紙
②
最
終
帖
オ
モ
テ
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